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北
宋
中
期
か
ら
末
期
を
生
き
た
文
人
蘇
轍
︵
字
は
子
由
︑
号
は
潁
濱
遺
老
︶
は
︑
父
の
蘇
洵
・
兄
の
蘇
軾
︵
字
は
子
瞻
︑
号
は
東
坡

居
士
︶
と
と
も
に
唐
宋
八
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
文
章
家
で
あ
り
︑
そ
の
詩
文
集
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
︒
そ
の

う
ち
︑
蘇
軾
主
編
の
﹃
東
坡
先
生
和
陶
淵
明
詩
﹄︵
以
下
﹃
和
陶
詩
集
﹄
と
略
︶
以
外
は
︑
全
て
蘇
轍
の
「
自
編
」
で
あ
り
︑﹃
欒
城
後

集
﹄
と
﹃
欒
城
三
集
﹄
の
編
纂
は
︑
潁
昌
府
︵
原
名
は
許
州
︑
今
の
河
南
省
許
昌
市
︶
に
て
致
仕
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た（

１
）︒

編
纂
時
期

年
齢

文
集
名

所
収
の
詩
文
の
制
作
期
間

場
所

元
祐
六
年
︵
一
〇
九
一
︶

53

﹃
欒
城
集
﹄
五
十
巻

嘉
祐
四
年
︵
一
〇
五
九
︶ 

～
元
祐
六
年
︵
一
〇
九
一
︶

開
封

元
符
三
年
︵
一
一
〇
〇
︶
頃

62

﹃
和
陶
詩
集
﹄
四
巻
︵
共
編
︶

元
祐
七
年
︵
一
〇
九
二
︶ 

～
建
中
靖
国
元
年
︵
一
一
〇
一
︶

循
州

崇
寧
五
年
︵
一
一
〇
六
︶

68

﹃
欒
城
後
集
﹄
二
十
四
巻

元
祐
六
年
︵
一
〇
九
一
︶ 

～
崇
寧
五
年
︵
一
一
〇
六
︶

潁
昌
府

政
和
元
年
︵
一
一
一
一
︶

73

﹃
欒
城
三
集
﹄
十
巻

崇
寧
五
年
︵
一
一
〇
六
︶ 

～
政
和
二
年
︵
一
一
一
二
︶

潁
昌
府

し
か
し
︑「
古
文
家
と
し
て
は
︑
蘇
軾
が
太
陽
な
ら
ば
蘇
轍
は
月
で
あ
る（

２
）」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
︑
月
た
る
蘇
轍
の
文
才
は
太
陽
た
る

蘇
軾
ほ
ど
に
は
輝
か
ず
︑
蘇
軾
無
し
で
は
時
代
に
埋
没
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
否
め
な
い
︒「
子
瞻
之
文
奇
︑
予
文
但
穩
耳
︵
子
瞻
の
文

は
奇
な
る
も
︑
予
の
文
は
但
だ
穏
な
る
の
み（

３
）︶」
と
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
︑
蘇
轍
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

で
は
︑
こ
の
よ
う
に
注
目
度
の
高
く
な
い
蘇
轍
の
詩
文
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
た
の
か
︒
そ
の
要
因
と
し
て
︑

蘇
轍
と
そ
の
子
孫
に
よ
る
継
続
的
な
文
集
編
纂
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
こ
と
は
蘇
軾
文
集
の
伝
承
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
︑

先
行
研
究
で
は
︑
こ
れ
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
論
究
が
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た（

４
）︒
本
稿
で
は
︑
蘇
轍
と
そ
の
子
孫
に
よ
る
書
籍
編
纂
に
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つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
︑
宋
代
の
文
人
と
子
孫
の
文
学
継
承
に
お
け
る
一
典
型
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
︒

一
．
最
晩
年
の
蘇
轍
と
そ
の
隠
棲
生
活

崇
寧
元
年
︵
一
一
〇
二
︶
閏
六
月
︑
蘇
轍
は
前
年
の
建
中
靖
国
元
年
︵
一
一
〇
一
︶
七
月
二
十
八
日
に
病
歿
し
た
蘇
軾
の
た
め
に
墓

誌
銘
を
撰
述
し
た
が
︑
そ
の
中
で
亡
父
蘇
洵
か
ら
続
く
「
蘇
学
」
の
編
纂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
た
︒

作
﹃
易
傳
﹄
未
究
︑
疾
革
︑
命
公
述
其
志
︒
公
泣
受
命
︑
卒
以
成
書
︒
然
後
千
載
之
微
言
︑
煥
然
可
知
也
︒
復
作
﹃
論
語
説
﹄︑
時

發
孔
氏
之
秘
︒
最
後
居
海
南
︑
作
﹃
書
傳
﹄︒
推
明
上
古
之
絶
學
︑
多
先
儒
所
未
達
︒

︹
先
君
︺﹃
易
伝
﹄
を
作
る
も
未
だ
究
め
ず
し
て
︑
疾
革せ
ま

り
︑
公
︵
蘇
軾
︶
に
命
じ
て
其
の
志
を
述
べ
し
む
︒
公
　

泣
し
て
命
を
受

け
︑
卒
に
以
て
書
を
成
す
︒
然
る
後
に
千
載
の
微
言
︑
煥
然
と
し
て
知
る
べ
き
な
り
︒
復
た
﹃
論
語
説
﹄
を
作
り
︑
時
に
孔
氏
の

秘
を
発
す
︒
最
後
は
海
南
に
居
り
︑﹃
書
伝
﹄
を
作
る
︒
上
古
の
絶
学
を
推
明
し
︑
多
く
は
先
儒
の
未
だ
達
せ
ざ
る
所
な
り
︒

 

蘇
轍
「
亡
兄
子
瞻
端
明
墓
誌
銘
」︵﹃
欒
城
後
集
﹄
巻
二
十
二
︶

こ
の
よ
う
に
︑
蘇
軾
は
蘇
洵
の
遺
命
を
拝
し
︑
海
南
島
に
流
謫
さ
れ
た
後
も
「
蘇
学
」
の
完
成
に
努
め
た
︒
こ
れ
は
蘇
轍
も
同
様
で

あ
り
︑
彼
の
自
伝
に
お
い
て
そ
の
編
纂
活
動
が
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い
る
︒

凡
居
筠
・
雷
・
循
七
年
︑
居
許
六
年
︑
杜
門
復
理
舊
學
︒
於
是
﹃
詩
﹄﹃
春
秋
傳
﹄﹃
老
子
解
﹄﹃
古
史
﹄
四
書
皆
成
︒
嘗
撫
卷
而

歎
︑
自
謂
得
聖
賢
之
遺
意
︒
繕
書
而
藏
之
︑
顧
謂
諸
子
「
今
世
已
矣
︒
後
有
達
者
︑
必
有
取
焉
耳
︒」
家
本
眉
山
︑
貧
不
能
歸
︑
遂

築
室
於
許
︒
先
君
之
葬
在
眉
山
之
東
︑
昔
嘗
約
祔
於
其
庚
︒
雖
遠
不
忍
負
也
︑
以
是
累
諸
子
矣
︒
予
居
潁
川
六
年
︑
歳
在
丙
戌
︑

秋
九
月
︑
閲
篋
中
舊
書
︑
得
平
生
所
爲
︑
惜
其
久
而
忘
之
也
︑
乃
作
「
潁
濱
遺
老
傳
」︑
凡
萬
餘
言
︒

凡
そ
筠
・
雷
・
循
に
居
る
こ
と
七
年
︑
許
に
居
る
こ
と
六
年
︑
門
を
杜
ぢ
復
た
旧
学
を
理を
さ

む
︒
是
に
於
い
て
﹃
詩
︹
集
伝
︺﹄﹃
春

秋
伝
﹄﹃
老
子
解
﹄﹃
古
史
﹄
の
四
書
皆
成
れ
り
︒
嘗
て
巻
を
撫
し
て
歎
き
︑
自
ら
聖
賢
の
遺
意
を
得
た
り
と
謂
ふ
︒
書
を
繕
ひ
て

之
を
蔵
し
︑
顧
み
て
諸
子
に
謂
ふ
に
「
今
世
已
み
な
ん
︒
後
に
達
す
る
者
有
ら
ば
︑
必
ず
取
る
こ
と
有
ら
ん
の
み
」
と
︒
家
は
眉

山
を
本
と
す
る
も
︑
貧
し
く
て
帰
る
能
は
ず
︑
遂
に
室
を
許
に
築
く
︒
先
君
の
葬
は
眉
山
の
東
に
在
り
︑
昔
嘗
て
其
の
庚
に
祔
せ
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ん
と
約
す
︒
遠
く
し
て
負
ふ
に
忍
び
ず
と
雖
も
︑
是
を
以
て
諸
子
に
累
わ
づ
ら
はす

︒
予
　

潁
川
に
居
る
こ
と
六
年
︑
歳
　

丙
戌
︵
崇
寧
五
年

︹
一
一
〇
六
︺︶
に
在
り
︑
秋
九
月
︑
篋
中
の
旧
書
を
閲
し
︑
平
生
の
為
る
所
を
得
︑
其
の
久
し
く
し
て
之
を
忘
る
る
を
惜
し
み
︑

乃
ち
「
潁
濱
遺
老
伝
」
を
作
る
︑
凡
そ
万
余
言
た
り
︒ 

蘇
轍
「
潁
濱
遺
老
傳
下
」︵﹃
欒
城
後
集
﹄
巻
十
三
︶

即
ち
︑
元
符
三
年
︵
一
一
〇
〇
︶
の
大
赦
に
よ
っ
て
北
帰
を
果
た
し
た
後
︑
蘇
轍
は
主
に
潁
昌
府
に
お
い
て
「
蘇
学
」
の
撰
述
に
専

念
し
︑
崇
寧
五
年
︵
一
一
〇
六
︶
九
月
に
は
ひ
と
ま
ず
の
完
成
を
見
た
︒
蘇
洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
が
心
血
を
注
い
で
完
成
さ
せ
た
こ
れ
ら

の
書
は
︑
蘇
氏
一
族
に
と
っ
て
「
家
学
」
で
あ
り
︑
家
宝
で
あ
っ
た
と
言
え
る
︒
そ
こ
で
︑
蘇
轍
は
︑
息
子
た
ち
に
そ
の
継
承
を
促
し
︑

後
の
「
達
す
る
者
」
の
出
現
を
期
し
た
の
で
あ
っ
た（

５
）︒

こ
れ
と
同
時
に
︑
彼
は
自
ら
の
別
集
た
る
﹃
欒
城
後
集
﹄
を
編
纂
し
た
︒
更
に
︑
死
の
前
年
に
あ
た
る
政
和
元
年
︵
一
一
一
一
︶
に

も
﹃
欒
城
三
集
﹄
を
編
み
︑
子
孫
に
託
し
た
の
で
あ
る
︒
蘇
轍
は
︑
そ
の
序
文
で
あ
る
「
欒
城
第
三
集
引
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
た（

６
）︒崇

寧
四マ
マ

年
︑
余
年
六
十
有
八
︑
編
近
所
爲
文
得
二
十
四
卷
︑
曰
之
﹃
欒
城
後
集
﹄︒
又
五
年
︑
當
政
和
元
年
︑
復
収
拾
遺
稿
︑
以
類

相
從
︑
謂
之
﹃
欒
城
三
集
﹄︒
方
昔
少
年
︑
沉
酣
文
字
之
間
︑
習
氣
所
薫
︑
老
而
不
能
已
︑
既
以
自
喜
︑
亦
以
自
笑
︒
今
益
以
老

矣
︑
餘
日
無
幾
︑
方
其
未
死
︑
將
復
有
所
爲
︒
故
随
類
輒
空
其
後
︑
以
俟
異
日
附
益
之
︑
云
爾
︒
潁
濱
遺
老
書
︒

崇
寧
四
年
︵
五
年
の
誤
り（

７
）︶︑

余
　

年
六
十
有
八
な
り
︑
近
く
為
る
所
の
文
を
編
み
て
二
十
四
巻
を
得
︑
之
を
﹃
欒
城
後
集
﹄
と
曰

ふ
︒
又
た
五
年
︑
政
和
元
年
に
当
り
︑
復
た
遺
稿
を
収
拾
し
て
︑
類
を
以
て
相
ひ
従
ひ
︑
之
を
﹃
欒
城
三
集
﹄
と
謂
ふ
︒
方
に
昔

少
年
の
と
き
︑
文
字
の
間
に
沉
酣
し
︑
習
気
の
薫
す
る
所
︑
老
ひ
て
も
已
む
能
は
ず
︑
既
に
以
て
自
ら
喜
び
と
し
︑
亦
た
以
て
自

ら
笑
ふ
︒
今
益
ま
す
以
て
老
い
︑
余
日
幾
く
も
無
し
︑
方
に
其
れ
未
だ
死
せ
ざ
る
も
︑
将
に
復
た
為
る
所
有
ら
ん
と
す
︒
故
に
類

に
随
ひ
て
輒
ち
其
の
後
を
空
し
く
す
る
も
︑
以
て
異
日
之
を
附
益
す
る
を
俟
た
ん
と
し
て
︑
爾
か
云
ふ
︒
潁
濱
遺
老
　

書
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
崇
寧
五
年
︵
一
一
〇
六
︶︑
六
十
八
歳
の
蘇
轍
は
﹃
欒
城
後
集
﹄
二
十
四
巻
を
編
纂
し
た
︒
そ
し
て
︑
そ
の
五
年
後
の

政
和
元
年
︵
一
一
一
一
︶
に
も
︑
自
ら
死
期
を
悟
っ
て
︑
最
後
の
別
集
で
あ
る
﹃
欒
城
三
集
﹄
十
巻
の
編
纂
を
決
行
し
た
の
で
あ
る
︒

当
然
な
が
ら
︑﹃
欒
城
三
集
﹄
に
は
翌
政
和
二
年
︵
一
一
一
二
︶
十
月
三
日
の
蘇
轍
逝
去
に
至
る
ま
で
の
詩
文
も
収
録
さ
れ
て
お
り
︑
こ

れ
は
︑
蘇
轍
の
子
孫
が
遺
言
に
沿
っ
て
増
補
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
最
晩
年
に
潁
昌
府
に
隠
居
し
た
蘇
轍
は
︑
そ
こ
で
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蘇
洵
・
蘇
軾
の
遺
命
を
遵
守
し
て
蘇
学
を
纏
め
︑
ま
た
︑
優
秀
な
子
姪
が
幾
人
か
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
︑
自
ら
別
集
の
編
纂
を
行
っ
た
︒

か
か
る
蘇
轍
の
行
動
の
背
景
に
は
︑
当
時
の
政
治
情
勢
が
大
き
く
影
響
し
て
い
よ
う
︒
崇
寧
元
年
︵
一
一
〇
二
︶︑「
元
祐
党
籍
碑
」
が

建
造
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
所
謂
「
元
祐
党
禁
」
が
起
こ
り
︑
崇
寧
二
年
︵
一
一
〇
三
︶
四
月
に
は
︑
蘇
洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
や
蘇

門
四
学
士
の
黄
庭
堅
・
張
耒
・
晁
補
之
・
秦
観
な
ど
の
著
作
の
印
板
を
尽
く
焚
毀
す
る
よ
う
に
詔
書
が
発
せ
ら
れ
た（

８
）︒
故
に
︑
蘇
轍
は

早
々
に
別
集
を
自
編
し
︑
子
孫
に
そ
の
伝
承
を
依
託
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
︒

以
後
も
こ
う
し
た
元
祐
党
人
の
著
述
を
禁
ず
る
詔
勅
は
度
々
下
さ
れ
た
が
︑
特
に
蘇
軾
の
詩
文
に
つ
い
て
は
︑
集
中
的
に
発
禁
と
さ

れ
︑
時
に
は
所
有
す
ら
禁
じ
ら
れ
た
︒
蘇
轍
は
︑
そ
う
し
た
苦
境
下
に
お
い
て
蘇
軾
の
遺
稿
編
纂
に
献
身
し
た
蘇
軾
の
末
子
蘇
過
を
物

心
両
面
か
ら
支
援
し
︑
政
和
元
年
︵
一
一
一
一
︶
に
は
︑
そ
の
遺
稿
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
詩
を
寄
せ
た
︒

少
年
喜
爲
文
　
兄
弟
倶
有
名
　
　
少
年
　

文
を
為
る
を
喜
び
︑
兄
弟
　

倶
に
名
有
り
︒

世
人
不
妄
言
　
知
我
不
如
兄
　
　
世
人
　

妄
言
せ
ず
︑
我
の
兄
に
如
か
ざ
る
を
知
る
︒

篇
章
散
人
間
　
墮
地
皆
瓊
英
　
　
篇
章
　

人
間
に
散
り
︑
地
に
堕
つ
る
も
　

皆
瓊
英
た
り
︒

凛
然
自
一
家
　
豈
與
餘
人
争
　
　
凛
然
た
る
自わ

が
一
家
︑
豈
に
余
人
と
争
は
ん
や
︒

多
難
晩
流
落
　
歸
來
分
死
生
　
　
多
難
に
し
て
晩
に
流
落
し
︑
帰
来
す
る
も
　

死
生
を
分
か
つ
︒

晨
光
迫
殘
月
　
回
顧
失
長
庚
　
　
晨
光
　

残
月
に
迫
り
︑
回
顧
し
て
長
庚
を
失
ふ
︒

展
巻
得
遺
草
　
流
涕
濕
冠
纓
　
　
巻
を
展ひ
ら

き
て
遺
草
を
得
︑
流
涕
し
て
冠
纓
を
濕
ほ
す
︒

斯
文
久
衰
弊
　
涇
流
自
爲
清
　
　
斯
文
　

久
し
く
衰
弊
す
る
も
︑
涇
流
　

自
ら
清
し
と
為
す
︒

科
斗
藏
壁
中
　
見
者
空
嘆
驚
　
　
科
斗
　

壁
中
に
蔵
し
︑
見
る
者
　

空
し
く
嘆
驚
す
︒

廢
興
自
有
時
　
詩
書
付
西
京
　
　
廃
興
　

自
ら
時
有
り
︑
詩
書
　

西
京
に
付
す
︒

 

蘇
轍
「
題
東
坡
遺
墨
巻
後
」︵﹃
欒
城
三
集
﹄
巻
二
︶

即
ち
︑
蘇
轍
は
︑
少
年
時
代
か
ら
の
詩
友
で
あ
り
︑
常
に
己
に
優
る
才
華
を
見
せ
た
亡
兄
蘇
軾
の
詩
文
が
︑
時
の
政
治
情
勢
故
に
「
衰

弊
」
に
至
っ
た
こ
と
を
悲
嘆
し
た
︒
彼
は
︑
大
観
三
年
︵
一
一
〇
九
︶
作
の
「
己
丑
除
日
二
首
」
に
「
春
秋
似
是
平
生
事
︑
屋
壁
深
藏

付
後
賢
︵
春
秋
　

是
く
の
似ご
と

く
平
生
の
事
に
し
て
︑
屋
壁
　

深
く
蔵
し
て
後
賢
に
付
す
︶」
と
︑
自
ら
の
著
し
た
﹃
春
秋
集
伝
﹄
十
二
巻
を
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家
蔵
す
る
旨
を
詠
ん
だ
が
︑
蘇
軾
の
「
遺
墨
」
も
ま
た
︑
家
中
に
秘
蔵
し
て
伝
承
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
︒
更
に
︑
西
京
︵
洛
陽
︑

今
の
河
南
省
洛
陽
市
︶
に
任
官
し
た
次
子
蘇
适
に
︑
そ
の
保
存
の
一
端
を
委
せ
︑
一
所
に
収
蔵
す
る
危
険
を
回
避
し
た（

９
）︒
こ
の
よ
う
に
︑

蘇
轍
は
︑「
蘇
学
」
や
自
ら
の
別
集
の
編
纂
の
み
な
ら
ず
︑﹃
東
坡
集
﹄
の
保
管
・
伝
承
に
も
尽
力
し
た
の
で
あ
る
︒

二
．
長
孫
蘇
籀
の
祖
述

潁
昌
府
隠
棲
後
の
蘇
轍
に
付
き
従
っ
た
子
孫
と
し
て
︑
ま
ず
長
子
蘇
遅
の
子
で
︑
次
子
蘇
适
の
継
嗣
と
な
っ
た
蘇
籀
︵
字
は
仲
滋
︶

が
挙
げ
ら
れ
る
︵
後
掲
家
系
図
参
照
︶︒
彼
は
祖
父
蘇
轍
が
尚
書
右
丞
と
い
う
要
職
に
在
っ
た
元
祐
六
年
︵
一
〇
九
一
︶
に
出
生
し
た

が
︑
物
心
が
付
く
時
分
に
は
蘇
轍
は
配
流
の
身
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
蘇
轍
が
北
帰
し
た
元
符
三
年
︵
一
一
〇
〇
︶
冬
︑
彼
は
や
っ

と
蘇
轍
と
の
対
面
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
︒
但
し
︑「
元
祐
党
禁
」
の
災
禍
を
避
け
る
た
め
に
︑
崇
寧
二
年
︵
一
一
〇
三
︶
正
月
か
ら
約

一
年
間
︑
蘇
轍
は
潁
昌
府
か
ら
汝
南
︵
今
の
河
南
省
駐
馬
店
市
︶
に
移
居
し
て
い
た
た
め
︑
蘇
籀
が
本
格
的
に
蘇
轍
の
薫
陶
を
受
け
る

の
は
︑
蘇
轍
が
潁
昌
府
に
再
帰
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
蘇
籀
が
後
年
編
纂
し
た
﹃
欒
城
遺
言
﹄
に
は
︑
最
晩
年
の
蘇
轍
の
隠
棲
生

活
の
様
子
が
回
想
さ
れ
て
い
る
︒

籀
年
十
有
四
︑
侍
先
祖
潁
昌
︒
首
尾
九
年
︑
未
嘗
暫
去
侍
側
︒
見
公
終
日
燕
坐
之
餘
︑
或
看
書
籍
而
已
︒
世
俗
藥
餌
玩
好
︑
公
漠

然
忘
懷
︒
一
日
︑
因
爲
籀
講
﹃
莊
子
﹄
二
三
段
︑
訖
公
曰
「
顔
子
簞
瓢
陋
巷
︑
我
是
謂
矣
︒
所
聞
可
追
記
者
︑
若
干
語
︒
傳
諸
筆

墨
︑
以
示
子
孫
︒」

籀
　

年
十
有
四
に
し
て
︑
先
祖
の
潁
昌
に
侍
す
︒
首
尾
九
年
︑
未
だ
嘗
て
暫
く
も
侍
側
を
去
ら
ず
︒
公
を
見
れ
ば
終
日
燕
坐
す
る
の

余
︑
或
は
書
籍
を
看
る
の
み
︒
世
俗
の
薬
餌
・
玩
好
は
︑
公
　

漠
然
と
し
て
忘
懐
す
︒
一
日
︑
因
り
て
籀
の
為
に
﹃
荘
子
﹄
二
三
段

を
講
じ
︑
訖お

は
り
て
公
　

曰
く
「
顔
子
　

簞
瓢
も
て
陋
巷
に
あ
り
︑
我
是
れ
謂お
も

ふ
な
り
︒
聞
く
所
　

追
記
す
べ
き
者
は
︑
若
干
の
語
な

り
︒
諸こ
れ

を
筆
墨
に
伝
へ
て
︑
以
て
子
孫
に
示
さ
ん
」
と
︒

つ
ま
り
︑
崇
寧
三
年
︵
一
一
〇
四
︶
正
月
か
ら
政
和
二
年
︵
一
一
一
二
︶
十
月
に
蘇
轍
が
歿
す
る
ま
で
の
九
年
間
︑
蘇
籀
は
常
に
蘇

轍
に
近
侍
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
前
述
し
た
よ
う
に
︑
蘇
轍
は
潁
昌
府
に
お
い
て
別
集
の
編
纂
や
経
書
の
注
釈
な
ど
を
行
っ
た
が
︑
同
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時
に
子
孫
に
家
学
︑
即
ち
「
蘇
学
」
を
教
授
し
て
い
た
︒
特
に
︑
長
孫
た
る
蘇
籀
に
は
格
別
の
期
待
を
寄
せ
︑「
聞
吾
言
︑
當
記
之
勿

忘
︒
吾
死
無
人
︑
爲
汝
言
此
矣
︵
吾
が
言
を
聞
き
︑
当
に
之
を
記
し
て
忘
る
る
こ
と
勿
か
ら
し
む
べ
し
︒
吾
れ
死
し
て
人
無
け
れ
ば
︑

汝
の
為
に
此
に
言
は
ん
︶」
と
語
り
︑
蘇
籀
に
自
ら
の
立
言
の
伝
承
を
遺
嘱
し
た
︒
そ
の
た
め
︑
蘇
籀
は
︑
後
年
蘇
轍
の
﹃
古
史
﹄
六
十

巻
の
校
讐
を
行
う
な
ど
︑
蘇
轍
の
遺
意
を
明
ら
か
に
す
る
決
意
を
示
し
た
の
で
あ
る）

（1
（

︒

政
和
四
年
︵
一
一
一
四
︶︑
蘇
籀
は
除
服
し
た
後
︑
祖
蔭
に
よ
っ
て
陜
州
儀
曹
掾
に
任
じ
ら
れ
︑
三
年
間
務
め
た
︒
そ
の
頃
︑
蘇
門
の

門
人
で
あ
り
︑
蘇
過
等
の
詩
友
で
も
あ
っ
た
晁
説
之
︵
字
は
以
道
︶
が
陜
州
︵
今
の
河
南
省
三
門
峡
市
︶
に
立
ち
寄
り
︑
蘇
籀
に
詩
を

寄
せ
た
︒
晁
説
之
は
︑
先
ず
「
欒
城
孫
子
何
來
此
︑
華
國
文
章
肯
謾
休
︵
欒
城
の
孫
子
　

何
ぞ
此
に
来
る
︑
華
国
の
文
章
　

肯
へ
て
謾
ろ

に
休
せ
ん
︶」
と
激
励
し
た
上
で
︑
更
に
︑
該
詩
の
其
二
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
結
ん
だ
︒

河
擁
秋
聲
客
恨
新
　
誰
能
出
語
共
輪
囷
　
　
河
　

秋
声
を
擁
し
て
客
恨
新
た
な
り
︑
誰
か
能
く
語
を
出
し
て
輪
囷
を
共
に
せ
ん
︒

信
知
五
采
生
丹
穴
　
不
許
文
章
屬
外
人
　
　
信
に
知
る
　

五
采
の
丹
穴
よ
り
生
ず
る
を
︑
文
章
を
ば
外
人
に
属
す
る
を
許
さ
ず
︒

 

晁
説
之
「
過
陜
州
贈
蘇
儀
掾
仲
滋
二
首
」
其
二
︵﹃
嵩
山
文
集
﹄
巻
七）
（（
（

︶

晁
説
之
は
︑
丹
穴
山
に
住
む
鳳
凰
の
如
き
逸
材
と
し
て
蘇
籀
を
称
え
つ
つ
︑
何
が
あ
ろ
う
と
も
父
祖
伝
来
の
「
文
章
」
を
門
外
の
人

に
託
す
こ
と
な
く
守
り
伝
え
る
よ
う
求
め
た
︒
こ
れ
は
︑
発
禁
に
処
さ
れ
た
蘇
軾
を
始
め
と
す
る
元
祐
党
人
の
詩
文
が
所
謂
プ
レ
ミ
ア

ム
を
見
込
ま
れ
て
裏
取
引
さ
れ
て
い
た
当
時
の
状
況
に
鑑
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
こ
こ
か
ら
︑
蘇
門
に
お
い
て
蘇
籀
が
蘇
轍

の
後
継
者
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
︒
但
し
︑
後
世
の
蘇
籀
の
評
価
は
毀
誉
相
半
ば
す
る
︒
蘇
籀
は
︑
南
遷
の
後
に
南
宋
の
朝

廷
に
出
仕
し
︑
紹
興
三
年
︵
一
一
三
三
︶
に
知
大
宗
正
司
丞
事
に
︑
紹
興
十
三
年
︵
一
一
四
三
︶
に
将
作
監
丞
に
至
っ
た
が
︑
そ
の
時

分
に
︑
金
と
の
和
議
を
支
持
す
る
旨
を
重
ね
て
秦
檜
に
上
書
す
る
な
ど
︑
後
に
奸
臣
と
評
さ
れ
た
秦
檜
に
追
従
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
ま

た
︑
紹
興
十
四
年
︵
一
一
四
四
︶
に
も
︑
高
宗
朝
の
雑
史
編
纂
統
制
の
契
機
と
な
る
建
議
を
行
っ
た
と
い
う）

（1
（

︒
こ
う
し
た
蘇
籀
の
姿
勢

は
︑
同
時
期
に
和
議
に
反
対
し
て
秦
檜
と
対
立
し
︑
礼
部
尚
書
を
解
任
さ
れ
た
蘇
籀
の
族
兄
蘇
符
︵
蘇
軾
の
孫
︑
字
は
仲
虎
︑
蘇
籀
よ

り
四
歳
年
長
︶
と
比
較
さ
れ
︑
偉
大
な
父
祖
の
名
を
汚
し
た
と
し
て
歴
代
の
文
人
の
批
難
の
的
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
︒

し
か
し
︑
か
か
る
政
治
的
見
解
の
相
違
が
あ
り
な
が
ら
も
︑
蘇
氏
一
族
は
父
祖
の
名
の
下
に
結
束
し
て
い
た
ら
し
い）

（1
（

︒
蘇
籀
は
︑
蘇

軾
の
遺
文
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
︒
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伯
祖
父
東
坡
先
生
琢
紫
金
石
爲
硯
︑
圭
首
箕
製
︑
寘
雪
堂
中
︒
形
範
卓
豁
︑
鴻
筆
鉅
墨
︑
寛
然
運
而
有
餘
︑
先
生
以
遺
先
人
︒
此

硯
與
詩
書
並
藏
于
家
︑
子
孫
不
忘
︒

伯
祖
父
東
坡
先
生
は
紫
金
石
を
琢
し
て
硯
を
為
り
︑
圭
首
箕
製
に
し
て
︑
雪
堂
の
中
に
寘
く
︒
形
範
は
卓
豁
に
し
て
︑
鴻
筆
鉅
墨
︑

寛
然
と
し
て
運
ぶ
こ
と
余
り
有
り
︑
先
生
以
て
先
人
︵
蘇
适
︶
に
遺
す
︒
此
の
硯
と
詩
書
と
は
並
び
に
家
蔵
し
︑
子
孫
忘
れ
ず
︒

 

蘇
籀
「
雪
堂
硯
賦
并
引
」
引
︵﹃
雙
溪
集
﹄
巻
六
︶

こ
の
よ
う
に
︑
蘇
籀
の
家
に
は
蘇
軾
が
蘇
适
に
譲
渡
し
た
「
雪
堂
硯
」
と
と
も
に
︑
そ
の
「
詩
書
」
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
︒
こ

れ
は
前
述
の
蘇
轍
が
蘇
适
に
委
ね
た
「
詩
書
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
︒
こ
れ
ら
は
「
靖
康
の
変
」
に
よ
っ
て
散
佚
し
た
も
の
も
多
か
っ

た
ら
し
い
が
︑
全
て
が
無
に
帰
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
蘇
籀
は
︑
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
︒

門
庭
桃
柳
人
人
護
　
焚
屋
新
遭
盗
跖
餘
　
　
門
庭
の
桃
柳
　

人
人
護
る
も
︑
焚
屋
　

新
た
に
盗
跖
の
余
に
遭
ふ
︒

鄰
社
蕭
條
近
尤
劇
　
孫
孫
子
子
寳
公
書
　
　
鄰
社
　

蕭
條
と
し
て
　

近
尤
　

劇は
げ

し
き
も
︑
孫
孫
子
子
　

公
の
書
を
宝
と
す
︒

 

蘇
籀
「
東
坡
三
絶
句
」
其
一
︵﹃
雙
溪
集
﹄
巻
一
︶

蘇
籀
た
ち
子
孫
は
︑
盗
難
な
ど
の
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
︑
い
つ
か
日
の
目
を
見
る
こ
と
を
信
じ
︑
蘇
軾
の
書
を
家
宝
と
し
て
代
々

受
け
継
い
だ
の
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
故
に
蘇
籀
は
鑑
定
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
︑
任
氏
所
蔵
の
父
祖
の
詩
文
に
跋
文
を
附

し
て
「
嗚
呼
︑
二
祖
道
德
之
範
︑
見
於
筆
墨
︒
傳
示
來
世
︑
不
容
擬
議
︑
觀
其
述
二
大
夫
樂
賢
之
意
︑
炳
然
著
矣
︒
辨
書
眞
贋
︑
僕
粗

能
焉
︵
嗚
呼
︑
二
祖
道
徳
の
範
︑
筆
墨
に
見
る
︒
伝
え
て
来
世
に
示
し
︑
擬
議
を
容
れ
ず
︑
其
の
二
大
夫
の
楽
賢
の
意
を
述
ぶ
る
を
観

れ
ば
︑
炳
然
と
し
て
著
る
︒
弁
書
の
真
贋
︑
僕
粗
や
能
く
す
︶」
と
述
べ
た）

（1
（

︒
こ
の
よ
う
に
︑
政
治
的
言
動
は
と
も
か
く
︑
蘇
氏
一
族
の

遺
文
継
承
に
関
し
て
は
︑
蘇
籀
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
た
と
言
え
る
︒

蘇
籀
は
︑
伯
父
で
あ
り
実
父
で
あ
る
蘇
遅
の
縁
に
よ
り
晩
年
は
婺
州
︵
今
の
浙
江
省
金
華
市
︶
に
隠
棲
し
︑
そ
こ
で
自
ら
の
別
集
﹃
雙

溪
集
﹄
十
五
巻
を
編
纂
し
た
︒
ま
た
︑
そ
の
長
子
で
あ
る
蘇
詡
に
対
し
て
︑
次
の
よ
う
に
諭
し
た
と
い
う
︒

屬
詞
更
聽
三
年
後
　
爲
善
須
無
一
念
乖
　
　
詞
を
属
し
更
に
聴
く
こ
と
三
年
の
後
︑
善
を
為
さ
ば
須
ら
く
一
念
の
乖
無
か
る
べ
し
︒

孔
里
高
高
若
崧
岱
　
論
思
積
習
見
巖
崖
　
　
孔
里
　

高
高
と
し
て
　

崧
岱
の
若
し
︑
論
思
　

積
習
に
し
て
　

巌
崖
を
見
ん
︒

 

蘇
籀
「
示
兒
子
詡
」︵﹃
雙
溪
集
﹄
巻
三
︶
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蘇
籀
は
蘇
詡
に
対
し
て
︑
詩
文
創
作
に
お
け
る
「
論
思
」
の
習
慣
の
重
要
性
を
説
い
た
︒
そ
し
て
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
蘇
詡
が
高
い
境

地
へ
と
進
む
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
︒「
著
書
」
と
題
す
る
詩
に
お
い
て
も
「
駕
説
精
心
是
家
訓
︑
修
辭
肆
筆
體
人
情
︵
駕
説
精
心
は

是
れ
家
訓
に
し
て
︑
修
辞
肆
筆
は
人
情
を
体
す
︶」
と
詠
ん
だ
蘇
籀
の
文
学
に
熱
心
且
つ
慎
重
な
姿
勢
は
︑
晩
年
の
蘇
轍
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る）

（1
（

︒
そ
し
て
︑
蘇
籀
か
ら
家
訓
を
伝
授
さ
れ
た
こ
の
蘇
詡
こ
そ
が
蘇
轍
の
﹃
欒
城
集
﹄
の
再
刊
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
っ
た
︒

三
．
曾
孫
蘇
詡
と
玄
孫
蘇
森
の
出
版

蘇
轍
の
曾
孫
で
あ
る
蘇
詡
の
詳
し
い
事
跡
は
不
明
で
あ
る
が
︑
彼
が
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
︑
淳
熙
六
年
︵
一
一
七
九
︶
の
時
点
で
権

知
筠
州
軍
州
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒
そ
の
七
月
十
五
日
︑
蘇
詡
は
︑
蘇
轍
を
顕
彰
す
る
た
め
に
別
集
の
出
版
を
行
っ
た
︒

蘇
轍
の
歿
後
か
ら
約
六
十
年
も
の
歳
月
を
経
て
︑
よ
う
や
く
子
孫
に
よ
る
正
式
な
刊
行
が
叶
っ
た
の
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
に
は

孝
宗
朝
に
お
い
て
元
祐
党
人
の
名
誉
回
復
が
公
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
︒
蘇
轍
に
つ
い
て
云
え
ば
︑
淳
熙
三
年

︵
一
一
七
六
︶
二
月
︑
礼
部
侍
郎
で
あ
っ
た
蜀
の
名
士
趙
雄
が
︑
孝
宗
に
蘇
轍
に
対
す
る
賜
諡
を
勧
め
た
と
い
う
︒

臣
伏
見
故
門
下
侍
郎
蘇
轍
︑
︙
︙
而
寥
寥
數
十
年
︑
易
名
之
恩
未
加
︒
在
於
盛
明
之
朝
︑
總
覈
之
政
︑
誠
爲
闕
典
︒
況
自
頃
歳
︑

陛
下
加
惠
蘇
軾
︑
賜
謚
「
文
忠
」︑
德
音
流
行
︑
天
下
傳
誦
︒
轍
之
平
生
梗
槩
與
軾
略
同
︑
而
宦
達
過
之
︒
臣
愚
欲
望
聖
明
依
軾
近

例
︑
特
與
蘇
轍
賜
謚
︑
以
示
褒
勸
︒

臣
伏
し
て
見
る
に
故
門
下
侍
郎
蘇
轍
︑
︙
︙
寥
寥
た
る
こ
と
数
十
年
︑
易
名
の
恩
未
だ
加
へ
ず
︒
盛
明
の
朝
に
在
り
て
︑
総
覈
の

政
︑
誠
に
闕
典
と
為
す
︒
況
ん
や
頃
歳
よ
り
︑
陛
下
　

蘇
軾
に
加
恵
し
て
︑「
文
忠
」
と
賜
謚
し
︑
徳
音
流
行
し
︑
天
下
伝
誦
す
︒

轍
の
平
生
梗
槩
は
軾
と
略
ぼ
同
じ
に
し
て
︑
而
も
宦
達
は
之
に
過
ぐ
︒
臣
愚
か
な
る
も
聖
明
　

軾
の
近
例
に
依
り
て
︑
特
に
蘇
轍
に

与
へ
て
賜
謚
し
︑
以
て
褒
勧
を
示
す
を
望
ま
ん
と
欲
す
︒

趙
雄
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
蘇
軾
の
曾
孫
た
る
蘇
峴
を
推
挙
す
る
な
ど
︑
蜀
を
故
郷
と
す
る
蘇
氏
一
族
に
好
意
的
な
人
物
で
あ
っ

た
︒
乾
道
六
年
︵
一
一
七
〇
︶
九
月
に
蘇
軾
に
諡
号
と
し
て
「
文
忠
」
が
贈
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
︑
彼
は
︑
蘇
轍
に
も
追
諡
す
る
よ
う

孝
宗
に
持
ち
か
け
た
︒
そ
し
て
︑
趙
雄
の
他
に
も
建
議
す
る
者
が
お
り
︑
淳
熙
三
年
︵
一
一
七
六
︶
七
月
十
三
日
︑
遂
に
蘇
轍
に
「
文
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定
」
の
諡
号
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る）

（1
（

︒

か
か
る
時
代
の
潮
流
を
受
け
て
︑
蘇
詡
は
蘇
轍
別
集
の
出
版
を
決
意
し
︑
権
知
筠
州
軍
州
事
で
あ
っ
た
淳
熙
六
年
︵
一
一
七
九
︶
七

月
十
五
日
に
そ
れ
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
︒
因
み
に
筠
州
︵
今
の
江
西
省
高
安
市
︶
は
︑
蘇
轍
に
と
っ
て
生
涯
二
度
に
亘
っ
て
左
遷
さ

れ
た
因
縁
が
あ
り）

（1
（

︑
逆
に
言
う
と
︑
筠
州
の
人
々
に
と
っ
て
蘇
詡
は
馴
染
み
深
い
偉
人
の
子
孫
で
あ
っ
た
︒
蘇
轍
別
集
の
刊
行
に
際
し

て
︑
蘇
詡
は
次
の
よ
う
に
序
し
た）

（1
（

︒

太
師
文
定
﹃
欒
城
公
集
﹄
刊
行
于
時
者
︑
如
建
安
本
頗
多
缺
謬
︑
其
在
麻
沙
者
尤
甚
︑
蜀
本
舛
亦
不
免
︒
是
以
覽
者
病
之
︒
今
以

家
藏
舊
本
︑﹃
前
﹄﹃
後
﹄
並
﹃
第
三
集
﹄
合
爲
八
十
四
卷
︑
皆
曾
祖
自
編
者
︒
謹
與
同
官
及
小
兒
輩
校
讎
數
過
︑
鋟
版
於
筠
之
公

帑
云
︒
旹
淳
熙
己
亥
中
元
日
︑
曾
孫
朝
奉
大
夫
權
知
筠
州
軍
州
事
詡
謹
書
︒

太
師
文
定
︵
蘇
轍
︶
の
﹃
欒
城
公
集
﹄
は
時
に
刊
行
せ
し
者
に
し
て
︑
建
安
本
の
如
き
は
頗
る
缺
謬
多
く
︑
其
れ
麻
沙
に
在
る
者

は
尤
も
甚
し
く
︑
蜀
本
　

舛
と
し
て
亦
た
免
れ
ず
︒
是
を
以
て
覧
る
者
　

之
を
病
む
︒
今
家
蔵
の
旧
本
を
以
て
︑﹃
前
︹
集
︺﹄﹃
後

︹
集
︺﹄
並
び
に
﹃
第
三
集
﹄
合
は
せ
て
八
十
四
巻
と
為
す
は
︑
皆
曾
祖
　

自
ら
編
む
者
な
り
︒
謹
ん
で
同
官
及
び
小
児
の
輩
と
校
讎

す
る
こ
と
数
過
︑
版
を
筠
の
公
帑
云
に
於
い
て
鋟
む
︒
旹
は
淳
熙
己
亥
︵
淳
熙
六
年
︹
一
一
七
九
︺︶
中
元
の
日
︑
曾
孫
朝
奉
大
夫

権
知
筠
州
軍
州
事
詡
　

謹
し
ん
で
書
す
︒ 

蘇
詡
「
宋
淳
熙
刻
本
蘇
詡
序
」

こ
の
よ
う
に
︑
蘇
詡
は
蘇
轍
の
﹃
欒
城
集
﹄﹃
欒
城
後
集
﹄﹃
欒
城
三
集
﹄
計
八
十
四
巻
を
刊
刻
し
た
︒
そ
の
際
︑
蘇
詡
は
建
安
本
︵
閩

本
︑
ま
た
は
麻
沙
本
と
も
称
さ
れ
る）

（1
（

︶・
蜀
本
な
ど
の
杜
撰
な
通
行
本
の
誤
り
を
指
摘
し
つ
つ
︑
そ
れ
ら
と
家
蔵
本
を
以
て
「
同
官
及
び

小
児
の
輩
」
と
校
勘
を
行
っ
た
と
い
う
︒
こ
の
文
末
に
校
勘
官
と
し
て
「
文
林
郎
筠
州
軍
事
判
官
倪
思
・
從
政
郎
充
筠
州
州
學
教
授
鄧

光
・
奉
議
郎
知
筠
州
高
安
縣
事
閭
丘
泳
」
の
三
名
が
列
記
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
鄧
光
の
撰
述
し
た
序
文
に
も
「
右

﹃
欒
城
先
生
家
集
﹄︑
校
閩
蜀
本
篇
木
︑
間
有
増
損
︑
從
郡
齋
紬
繹
其
故
︵
右
﹃
欒
城
先
生
家
集
﹄
は
︑
閩
と
蜀
本
と
の
篇
木
を
校
す
る

も
︑
間
に
増
損
有
り
︑
郡
斎
に
従
り
て
其
の
故
を
紬
繹
す
︶」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
こ
こ
か
ら
︑
こ
の
蘇
轍
文
集
の
再
刊
は
︑

権
知
筠
州
軍
州
事
で
あ
る
蘇
詡
を
始
め
︑
軍
事
判
官
・
州
学
教
授
及
び
知
高
安
県
事
と
い
っ
た
筠
州
の
官
主
導
の
下
︑
筠
州
の
公
金
に

よ
っ
て
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
筠
州
に
お
け
る
文
化
事
業
の
一
環
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
︒
更
に
蘇
詡
の
子
で
あ
る
蘇
森
に
よ

る
と
︑
こ
の
﹃
欒
城
全
集
﹄
八
十
四
巻
は
蘇
詡
に
よ
っ
て
孝
宗
に
献
上
さ
れ
た
ら
し
い
︒



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
一
号

52

先
文
定
公
﹃
欒
城
集
﹄︑
先
君
吏
部
︑
淳
熙
己
亥
︑
守
筠
陽
日
︑
以
遺
稿
校
定
︑
命
工
刊
之
︒
未
幾
︑
被
召
到
闕
除
郎
︑
因
對
︒
孝

宗
皇
帝
玉
音
問
曰
︑「
子
由
之
文
︑
平
淡
而
深
造
於
理
︒﹃
欒
城
集
﹄
天
下
無
善
本
︑
朕
欲
刊
之
︒」
先
君
奏
曰
︑「
臣
假
守
筠
陽
日
︑

以
家
藏
及
閩
・
蜀
本
三
考
是
正
︑
鏤
板
公
帑
︒
字
畫
差
太
粗
︑
亦
可
觀
︒
容
臣
進
呈
︒」
對
畢
︑
得
旨
速
進
來
︒
翌
朝
︑
上
詣
德
壽

宮
︑
起
居
升
輦
之
際
︑
宣
諭
左
右
催
進
︒
後
聞
丞
相
魯
國
王
公
︑
丞
相
鄭
國
梁
公
云
︑「
上
置
諸
御
案
︒
上
日
閲
五
板
︒」

先
の
文
定
公
︵
蘇
轍
︶
の
﹃
欒
城
集
﹄
は
︑
先
君
吏
部
︵
蘇
詡
︶︑
淳
熙
己
亥
︵
淳
熙
六
年
︹
一
一
七
九
︺︶︑
筠
陽
に
守
せ
し
日
︑

遺
稿
を
以
て
校
定
し
︑
工
に
命
じ
て
之
を
刊
せ
し
む
︒
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
︑
召
さ
れ
て
闕
に
到
り
郎
に
除
せ
ら
れ
︑
因
り

て
対
す
︒
孝
宗
皇
帝
　

玉
音
も
て
問
ひ
て
曰
く
︑「
子
由
の
文
は
︑
平
淡
に
し
て
深
く
理
に
造い
た

る
︒﹃
欒
城
集
﹄
は
天
下
に
善
本
無

く
︑
朕
　

之
を
刊
せ
ん
と
欲
す
」
と
︒
先
君
　

奏
じ
て
曰
く
︑「
臣
　

筠
陽
に
仮
守
た
り
し
日
︑
家
蔵
及
び
閩
︹
本
︺・
蜀
本
を
以
て
三

た
び
考
し
て
是
正
し
︑
公
帑
に
鏤
板
す
︒
字
画
　

差
や
太
粗
な
れ
ど
も
︑
亦
た
観
る
べ
し
︒
臣
の
進
呈
を
容
れ
ら
れ
よ
」
と
︒
対
し

畢
り
て
︑
旨
を
得
て
速
や
か
に
進
来
す
︒
翌
朝
︑
上
　

徳
寿
宮
に
詣
で
︑
起
居
し
て
升
輦
す
る
の
際
︑
左
右
に
宣
諭
し
て
催
し
て
進

ま
し
む
︒
後
に
丞
相
魯
国
王
公
︵
王
淮
︶
よ
り
聞
く
︑
丞
相
鄭
国
梁
公
︵
梁
克
家
︶「
上
　

諸こ
れ

を
御
案
に
置
く
︒
上
　

日
に
閲
す
る
こ

と
五
板
な
り
」
と
云
ふ
を
︒ 

蘇
森
「
宋
開
禧
刻
本
蘇
森
序
」

即
ち
︑
蘇
詡
は
︑
蘇
轍
の
全
集
八
十
四
巻
を
全
て
再
刊
し
た
上
に
︑
そ
れ
を
孝
宗
に
当
世
一
の
「
善
本
」
と
し
て
進
呈
す
る
な
ど
し

て
︑
そ
の
正
統
性
を
認
知
さ
せ
た
の
で
あ
る
︒
更
に
彼
は
︑
同
年
八
月
十
五
日
に
も
以
下
の
出
版
を
行
っ
た
︒

先
公
監
丞
︑
欒
城
公
長
孫
也
︒
在
潁
濱
︑
親
炙
教
誨
︑
十
五
餘
年
︒
建
炎
初
︑
南
渡
侍
伯
祖
侍
郎
居
婺
州
︑
近
三
十
載
︒
裒
其
平

昔
所
述
古
律
論
︑
撰
爲
十
五
卷
︑
目
曰
﹃
雙
溪
集
﹄︒
并
所
記
﹃
欒
城
公
遺
言
﹄
一
巻
︑
因
鏤
板
於
筠
之
公
帑
︒
庶
幾
廣
其
傳
焉
︒

淳
熙
六
年
中
秋
日
︑
男
朝
奉
大
夫
權
知
筠
州
軍
州
事
詡
謹
誌
︒

先
公
監
丞
︵
蘇
籀
︶
は
︑
欒
城
公
︵
蘇
轍
︶
の
長
孫
な
り
︒
潁
濱
に
在
り
し
と
き
︑
親
炙
教
誨
す
る
こ
と
︑
十
五
余
年
な
り
︒
建

炎
の
初
め
︑
南
渡
し
て
伯
祖
侍
郎
︵
蘇
遅
︶
に
侍
し
て
婺
州
に
居
す
こ
と
︑
三
十
載
に
近
し
︒
其
の
平
昔
述
ぶ
る
所
の
古
律
論
を

裒
め
︑
撰
し
て
十
五
巻
と
為
し
︑
目
し
て
﹃
雙
渓
集
﹄
と
曰
ふ
︒
記
す
所
の
﹃
欒
城
公
遺
言
﹄
一
巻
を
并
せ
︑
因
り
て
筠
の
公
帑

に
鏤
板
す
︒
庶こ
ひ

幾ね
が

は
く
は
其
の
伝
ふ
る
と
こ
ろ
広
ま
ら
ん
︒
淳
熙
六
年
中
秋
日
︑
男
朝
奉
大
夫
権
知
筠
州
軍
州
事
詡
　

謹
し
ん
で
誌し
る

す
︒ 
蘇
詡
「
雙
溪
集
後
跋
」︵
蘇
籀
﹃
雙
溪
集
﹄
巻
尾
︶
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つ
ま
り
︑
蘇
詡
は
︑
蘇
轍
の
み
な
ら
ず
︑
蘇
籀
の
別
集
﹃
雙
溪
集
﹄
十
五
巻
も
出
版
し
︑
更
に
は
蘇
籀
が
記
録
し
た
蘇
轍
の
言
行
録

﹃
欒
城
遺
言
﹄
一
巻
も
刊
行
し
た
の
で
あ
る
︒
以
前
︑
拙
稿
に
お
い
て
既
述
し
た
が）

11
（

︑
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
蘇
軾
の
曾
孫
蘇
嶠
が
﹃
東

坡
別
集
﹄
四
十
六
巻
を
出
版
し
︑
蘇
峴
が
蘇
過
等
の
詩
文
を
収
録
し
た
﹃
許
昌
唱
和
集
﹄
の
再
刊
を
行
う
な
ど
︑
当
時
は
こ
の
よ
う
な

父
祖
の
た
め
の
出
版
︱
特
に
元
祐
党
人
を
父
祖
と
す
る
子
孫
の
父
祖
文
集
の
出
版
が
盛
行
し
て
い
た
︒
そ
し
て
︑
蘇
嶠
の
﹃
東
坡
別

集
﹄
が
完
全
版
で
は
な
く
︑
ま
た
︑
同
時
代
の
洪
邁
か
ら
杜
撰
な
校
正
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と）

1（
（

︑
蘇
轍
の
別
集
の
完
全
版

を
再
刊
し
︑
そ
れ
を
時
の
皇
帝
に
献
上
し
た
上
に
︑
ま
た
︑
そ
の
蘇
轍
を
支
え
た
蘇
籀
の
別
集
な
ど
も
全
て
世
に
出
し
た
蘇
詡
の
編
纂

姿
勢
は
︑
文
人
の
子
弟
と
し
て
よ
り
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
︒

蘇
詡
に
倣
っ
て
出
版
活
動
を
行
っ
た
息
子
の
蘇
森
の
存
在
を
考
え
合
わ
せ
る
と
︑
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
︒
管
見
の
及
ぶ
と
こ

ろ
で
は
︑
蘇
嶠
・
蘇
峴
等
以
後
の
蘇
軾
の
子
孫
が
︑
時
の
文
人
に
蘇
軾
の
遺
墨
を
示
し
た
と
い
う
記
録
は
散
見
す
る
も
の
の）

11
（

︑
彼
ら
が

出
版
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
は
見
え
な
い
︒
し
か
し
︑
前
に
挙
げ
た
「
宋
開
禧
刻
本
蘇
森
序
」
に
よ
る
と
︑
開
禧
三
年
︵
一
二
〇

七
︶
正
月
十
五
日
︑
そ
の
前
年
か
ら
権
知
筠
州
軍
州
事
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
蘇
森
は
︑
父
蘇
詡
と
同
様
に
蘇
轍
﹃
欒
城
集
﹄
の
再
刊
を

行
っ
た
と
い
う
︒

到
官
之
初
︑
重
念
先
君
所
刊
家
集
︑
遭
際
乙
夜
之
觀
︑
實
爲
榮
遇
︒
其
板
以
歳
久
︑
字
畫
皆
漫
滅
︑
殆
不
可
讀
︒
今
樽
節
浮
費
︑

廼
一
新
之
︒
昔
文
忠
・
文
定
二
祖
︑
筠
實
舊
遊
之
地
︑
邦
人
建
祠
祝
之
︒
又
況
先
君
嘗
守
是
邦
︑
遺
愛
在
人
︒
此
集
之
再
刊
亦
從

邦
人
之
請
也
︒
開
禧
丁
卯
上
元
日
︑
四
世
孫
朝
奉
郎
權
知
筠
州
軍
州
事
蘇
森
謹
書
︒

官
に
到
り
し
初
め
︑
重
ね
て
先
君
の
刊
す
る
所
の
家
集
︑
乙
夜
の
観
に
遭
際
し
て
︑
実
に
為
に
栄
遇
さ
る
る
を
念
ふ
︒
其
の
板
　

歳

久
し
き
を
以
て
︑
字
画
は
皆
漫
滅
し
︑
殆
ど
読
む
べ
ら
か
ず
︒
今
樽
節
し
て
浮
費
し
︑
廼
ち
之
を
一
新
す
︒
昔
　

文
忠
・
文
定
の
二

祖
の
︑
筠
は
実
に
旧
遊
の
地
に
し
て
︑
邦
人
　

祠
を
建
て
之
を
祝
ふ
︒
又
た
況
ん
や
先
君
　

嘗
て
是
の
邦
に
守
た
り
て
︑
遺
愛
　

人
に

在
り
︒
此
の
集
の
再
刊
も
亦
た
邦
人
の
請
ふ
に
従
ふ
な
り
︒
開
禧
丁
卯
︵
開
禧
三
年
︹
一
二
〇
七
︺︶
上
元
日
︑
四
世
孫
朝
奉
郎
権

知
筠
州
軍
州
事
蘇
森
　

謹
し
ん
で
書
す
︒

蘇
森
の
言
に
よ
る
と
︑
蘇
詡
の
出
版
し
た
﹃
欒
城
集
﹄
が
孝
宗
の
「
栄
遇
」
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
︑
そ
の
版
木
が
経
年
の
う
ち
に

摩
滅
し
て
し
ま
い
︑
新
た
に
彫
り
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
ら
し
い
︒
蘇
森
の
再
刊
本
の
様
態
に
つ
い
て
は
︑
蘇
詡
の
刊
本
を
踏
襲
し
た
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と
考
え
て
良
か
ろ
う
︒
そ
し
て
︑「
此
の
集
の
再
刊
も
亦
た
邦
人
の
請
ふ
に
従
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
︑
父
祖
を
敬
愛
す
る
筠
州
の
人
々
の

要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
再
刊
の
動
機
と
し
て
お
り
︑
彼
ら
が
当
地
を
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟
の
「
旧
遊
の
地
」
と
し
て
誇
り
︑
そ
の
敬
愛
の

念
が
な
お
深
い
こ
と
︑
ま
た
︑
か
つ
て
権
知
筠
州
軍
州
事
で
あ
っ
た
蘇
詡
の
遺
徳
が
偲
ば
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
︒
こ
の
よ
う

に
︑
蘇
詡
・
蘇
森
父
子
は
︑
蘇
轍
の
文
業
を
後
世
に
伝
承
す
べ
く
︑
蘇
轍
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
筠
州
に
お
い
て
︑
周
囲
の
協
力
を
得
な

が
ら
厳
密
な
編
纂
と
着
実
な
宣
伝
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
︒

結　

語

嶺
南
流
謫
時
代
の
蘇
軾
が
︑
父
蘇
洵
の
友
人
史
経
臣
と
そ
の
弟
の
史
沆
に
つ
い
て
「
博
学
能
文
」
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
︑「
皆
早

死
且
無
子
︑
有
文
數
百
篇
︑
皆
亡
之
︵
皆
早
死
し
て
且
つ
子
無
く
︑
文
の
数
百
篇
有
る
も
︑
皆
之
に
亡
ふ
︶」
に
至
っ
た
と
追
懐
し
た
よ

う
に
︑
文
人
に
継
承
す
べ
き
子
弟
が
い
な
い
場
合
︑
そ
の
文
業
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
っ
た）

11
（

︒
ま
し
て
北
宋
末
期
の
如

き
混
乱
期
に
お
い
て
は
︑
子
孫
が
い
る
場
合
で
も
伝
承
が
一
層
困
難
に
な
っ
た
︒
蘇
門
の
門
弟
で
あ
り
︑
後
に
師
と
同
様
に
元
祐
党
人

と
し
て
弾
劾
さ
れ
た
王
鞏
︵
字
は
定
国
︶
の
別
集
は
そ
れ
に
該
当
す
る
︒

蘇
黄
門
子
由
薨
於
許
下
︑
王
鞏
定
國
作
挽
詞
三
首
︒
︙
︙
右
三
詩
︑
予
在
高
郵
︑
於
公
之
子
處
見
其
遺
稿
︑
因
錄
之
︑
皆
當
時
事
︒

今
公
之
後
邈
然
︑
家
集
不
復
存
︑
惜
其
亡
也
︑
因
附
於
此
︒

蘇
黄
門
子
由
　

許
下
に
薨
ぜ
し
と
き
︑
王
鞏
定
国
　

挽
詞
三
首
を
作
る
︒
︙
︙
右
三
詩
は
︑
予
　

高
郵
に
在
り
し
と
き
︑
公
の
子
の
処

に
於
い
て
其
の
遺
稿
を
見
︑
因
り
て
之
を
録
す
︑
皆
当
時
の
事
な
り
︒
今
公
の
後
邈
然
と
し
て
︑
家
集
復
た
存
せ
ず
︑
其
の
亡
を

惜
し
み
て
︑
因
り
て
此
に
附
す
︒ 

張
邦
基
﹃
墨
莊
漫
錄
﹄
巻
三
「
王
定
國
挽
蘇
黄
門
詩
」

張
邦
基
は
︑
王
鞏
が
蘇
轍
の
死
に
際
し
て
寄
せ
た
挽
詩
を
王
鞏
の
子
か
ら
見
せ
て
も
ら
い
︑
そ
れ
を
記
録
し
た
︒
後
に
︑
張
邦
基
が

わ
ざ
わ
ざ
自
著
に
そ
れ
を
附
記
し
た
の
は
︑「
今
公
︵
王
鞏
︶
の
後
邈
然
と
し
て
︑
家
集
復
た
存
せ
ず
」
と
い
う
当
時
の
状
況
の
た
め
で

あ
っ
た
︒
王
鞏
の
詩
集
に
は
︑
蘇
軾
が
序
文
を
寄
せ
て
「
清
平
豐
融
︑
藹
然
有
治
世
之
音
︵
清
平
豊
融
と
し
て
︑
藹
然
と
し
て
治
世
の

音
有
り
︶」
と
評
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
︑
南
宋
に
至
っ
て
そ
の
子
孫
の
行
方
と
と
も
に
散
亡
し
た
の
で
あ
る）

11
（

︒
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そ
う
し
た
事
態
を
危
惧
し
た
が
故
に
︑
最
晩
年
の
蘇
轍
は
︑
潁
昌
府
に
隠
棲
し
た
後
︑
元
祐
党
禁
に
よ
る
迫
害
を
受
け
な
が
ら
も
︑

父
兄
の
遺
命
に
沿
っ
て
蘇
学
の
完
成
や
自
ら
の
別
集
編
纂
な
ど
に
打
ち
込
み
︑
更
に
︑
蘇
軾
の
遺
児
た
ち
を
経
済
的
に
支
援
し
て
︑
彼

ら
の
蘇
軾
遺
文
の
編
纂
作
業
を
助
け
た
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
蘇
轍
は
同
時
に
子
孫
の
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
︑
特
に
長
孫
の
蘇
籀
に
︑
そ

の
立
言
の
継
承
を
託
し
た
︒

そ
し
て
︑
蘇
籀
や
そ
の
子
孫
の
蘇
詡
・
蘇
森
は
︑
そ
う
し
た
蘇
轍
の
遺
志
に
従
い
︑
別
集
全
八
十
四
巻
を
再
刊
し
た
︒
そ
の
際
︑
蘇

詡
は
︑
時
の
皇
帝
で
あ
る
孝
宗
に
献
上
し
て
お
墨
付
き
を
得
る
な
ど
︑
父
祖
の
文
業
が
当
世
の
評
価
を
得
て
後
世
に
伝
承
さ
れ
る
た
め

の
最
も
着
実
な
手
法
を
採
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
背
景
に
は
︑
孝
宗
朝
に
元
祐
党
人
の
名
誉
回
復
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
や
︑
蘇
詡
・
蘇

森
が
出
版
活
動
の
中
心
と
し
た
江
西
地
方
の
出
版
事
業
の
振
興
と
文
化
学
術
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
あ
る
と
言
え
る
︒
そ
し
て
︑
何

よ
り
蘇
軾
の
威
光
が
蘇
轍
文
集
の
伝
承
を
促
し
た
こ
と
は
︑
や
は
り
疑
い
得
な
い
︒
蘇
轍
の
追
諡
が
蘇
軾
の
そ
れ
を
受
け
て
為
さ
れ
た

こ
と
や
︑
蘇
轍
と
縁
の
深
い
筠
州
の
人
々
さ
え
︑
兄
弟
旧
遊
の
地
と
し
て
当
地
を
誇
り
︑
そ
の
祠
を
祭
っ
た
こ
と
か
ら
も
︑
そ
れ
は
明

ら
か
で
あ
る
︒
南
宋
初
期
の
政
治
情
勢
の
変
化
は
︑
蘇
軾
︑
延
い
て
は
蘇
軾
に
終
生
尽
く
し
た
蘇
轍
へ
の
関
心
を
大
い
に
高
め
た
︒
そ

し
て
︑
か
か
る
時
勢
に
乗
っ
て
︑
子
孫
は
蘇
轍
の
業
績
を
顕
彰
し
た
の
で
あ
る）

11
（

︒

注

︵
1
︶  

本
稿
に
引
く
蘇
轍
の
詩
文
は
中
華
書
局
本
︵﹃
蘇
轍
集
﹄
全
四
冊
︑
一
九
九
〇
年
︶
を
底
本
と
し
︑
適
宜
他
の
諸
本
も
参
照
し
た
︒

︵
2
︶  

横
山
伊
勢
雄
﹃
中
国
の
古
典
31
唐
宋
八
家
文
︵
下
︶﹄︵
学
習
研
究
社
︑
一
九
八
三
年
︶︑
そ
の
二
八
六
頁
︒

︵
3
︶  

蘇
籀
撰
﹃
欒
城
先
生
遺
言
﹄︵﹃
全
宋
筆
記
﹄
第
三
編
七
︑
大
象
出
版
社
︑
二
〇
〇
八
年
︶
に
蘇
轍
の
言
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
︒

︵
4
︶  

蘇
轍
の
子
孫
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
︑
①
曾
棗
莊
「
三
蘇
後
代
考
略
」︵﹃
三
蘇
研
究
　

曾
棗
莊
文
存
之
一
﹄
巴
蜀
書
社
︑
一
九
九
九

年
︶︑
②
舒
大
剛
﹃
三
蘇
後
代
研
究
﹄︵
巴
蜀
書
社
︑
一
九
九
五
年
︶︑
③
馬
斗
成
﹃
宋
代
眉
山
蘇
氏
家
族
研
究
﹄︵
中
国
社
会
科
学
出
版
社
︑

二
〇
〇
五
年
︶
な
ど
が
あ
り
︑
本
稿
で
も
参
照
し
た
︒
特
に
②
所
収
の
舒
大
剛
「
蘇
籀
與
︽
雙
溪
集
︾」
は
︑
蘇
籀
の
事
跡
に
つ
い
て
詳
し

く
論
じ
て
い
る
︒
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︵
5
︶  

孫
汝
聴
撰
「
蘇
潁
濱
年
表
」︵﹃
蘇
轍
集
﹄
第
四
冊
に
収
録
︶
に
「
轍
敕
諸
子
︑
録
所
爲
﹃
詩
﹄﹃
春
秋
傳
﹄﹃
古
史
﹄︑
子
瞻
﹃
易
﹄﹃
書

傳
﹄﹃
論
語
説
﹄︑
以
待
後
之
君
子
︒
復
作
﹃
易
説
﹄
三
章
及
﹃
論
語
拾
遺
﹄︑
以
補
子
瞻
之
闕
」
と
あ
る
よ
う
に
︑
彼
ら
は
分
担
し
て
蘇
学

を
整
え
︑
子
孫
に
伝
え
た
︒

︵
6
︶  
蘇
轍
「
欒
城
第
三
集
引
」
は
︑「
欒
城
後
集
引
」
と
と
も
に
現
在
は
﹃
蘇
轍
集
﹄
第
四
冊
に
附
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
︒

︵
7
︶  

蘇
轍
「
欒
城
後
集
引
」
に
因
る
︒
ま
た
︑
蘇
轍
六
十
八
歳
の
年
は
崇
寧
五
年
︵
一
一
〇
六
︶
で
あ
る
︒

︵
8
︶  

﹃
宋
史
﹄
徽
宗
本
紀
に
「︵
崇
寧
元
年
︹
一
一
〇
二
︺
九
月
︶
己
亥
︑
籍
元
祐
及
元
符
末
宰
相
文
彥
博
等
︑
侍
從
蘇
軾
等
︑
餘
官
秦
觀
等
︑

内
臣
張
士
良
等
︑
武
臣
王
獻
可
等
凡
百
有
二
十
人
︑
御
書
刻
石
端
禮
門
」
と
あ
り
︑
ま
た
︑「︵
崇
寧
二
年
︹
一
一
〇
三
︺
九
月
︶
令
天
下

監
司
長
吏
廳
各
立
元
祐
姦
黨
碑
」
と
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
資
治
通
鑑
長
編
﹄
巻
九
十
五
に
「︵
崇
寧
二
年
︹
一
一
〇
三
︺
夏
四
月
︶
乙
亥
︑
詔

蘇
洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
・
黄
庭
堅
・
張
耒
・
晁
補
之
・
秦
觀
・
馬
涓
文
集
︑
范
祖
禹
﹃
唐
鑑
﹄・
范
鎮
﹃
東
齋
記
事
﹄・
劉
攽
﹃
詩
話
﹄・
僧
文

瑩
﹃
湘
山
野
録
﹄
等
︑
印
板
悉
行
焚
毀
」
と
あ
る
︒
元
祐
党
禁
に
お
け
る
詔
勅
と
蘇
軾
詩
文
の
関
係
に
つ
い
て
は
︑
内
山
精
也
「「
東
坡
烏

台
詩
案
」
流
伝
考
︱
北
宋
末
～
南
宋
初
の
士
大
夫
に
お
け
る
蘇
軾
文
芸
作
品
蒐
集
熱
を
め
ぐ
っ
て
︱
」︵﹃
横
浜
市
立
大
学
論
叢
﹄
第

四
十
七
号
︑
横
浜
市
立
大
学
学
術
研
究
会
︑
一
九
九
六
年
︶
に
詳
し
い
︒

︵
9
︶  

蘇
轍
「
己
丑
除
日
二
首
」︵﹃
欒
城
三
集
﹄
巻
二
︶︒
蘇
适
は
︑
政
和
元
年
︵
一
一
一
一
︶
秋
︑
監
西
京
河
南
倉
と
し
て
赴
任
し
た
︒

︵
10
︶  

蘇
籀
﹃
欒
城
遺
言
﹄
に
︑﹃
論
語
﹄﹃
老
子
﹄﹃
孟
子
﹄﹃
荘
子
﹄﹃
春
秋
﹄﹃
易
経
﹄
な
ど
の
注
釈
を
行
い
︑
ま
た
︑
そ
れ
ら
を
教
授
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
︒
蘇
籀
は
「
校
讐
古
史
二
首
」
其
一
︵
四
庫
全
書
本
﹃
雙
溪
集
﹄
巻
三
︶
に
お
い
て
「
夢
奠
老
人
遺
意
得
︑
摩
天
巨

刃
不
留
行
」
と
詠
ん
だ
︒

︵
11
︶  

晁
説
之
﹃
嵩
山
文
集
﹄︵
上
海
書
店
︑
四
部
叢
刊
續
編
︑
一
九
八
五
年
︶
参
照
︒
蘇
籀
も
「
次
韻
答
晁
以
道
見
贈
二
首
」︵﹃
雙
溪
集
﹄
巻

一
︶
を
返
し
た
︒

︵
12
︶  

蘇
籀
「
上
秦
丞
相
第
一
書
」「
見
秦
丞
相
第
二
書
」︵
共
に
﹃
雙
溪
集
﹄
巻
八
所
収
︶
な
ど
が
あ
る
︒
ま
た
︑
紹
興
十
四
年
︵
一
一
四
四
︶

の
上
書
は
蘇
籀
「
初
論
經
解
劄
子
」︵﹃
雙
溪
集
﹄
巻
九
︶
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
文
字
の
獄
に
つ
い
て
は
︑
章
培
恒
・
安
平
秋
主
編
﹃
中

国
の
禁
書
﹄︵
氷
上
正
・
松
尾
康
憲
訳
︑
新
潮
社
︑
一
九
九
四
年
︶
を
参
照
︒

︵
13
︶  

蘇
符
は
紹
興
二
十
六
年
︵
一
一
五
六
︶
に
亡
く
な
っ
た
が
︑
そ
の
際
︑
蘇
籀
は
「
奠
亡
兄
尚
書
龍
學
文
」︵﹃
雙
溪
集
﹄
巻
十
五
︶
を
賦
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し
︑
蘇
符
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
敬
愛
と
哀
悼
を
示
し
た
︒

︵
14
︶  

紹
興
元
年
︵
一
一
三
一
︶
十
月
作
の
蘇
籀
「
跋
摸
連
昌
宮
辭
」
に
「
伯
祖
東
坡
先
生
嘗
爲
﹃
易
傳
﹄︑
以
眞
書
發
揚
伏
犧
・
西
伯
之
旨
︒

嶺
海
草
書
老
筆
精
勁
︑
自
云
「
不
愧
二
王
」︑
遭
亂
後
︑
家
藏
書
帖
散
失
」
と
あ
る
︒
蘇
籀
「
跋
任
氏
東
坡
詩
及
所
書
黄
門
記
」
と
と
も
に

﹃
雙
溪
集
﹄
巻
十
一
所
収
︒

︵
15
︶  

蘇
籀
「
著
書
」
は
﹃
雙
溪
集
﹄
巻
二
所
収
︒
該
詩
よ
り
︑
こ
の
蘇
籀
の
訓
戒
は
︑
蘇
轍
以
来
の
「
家
訓
」
で
あ
っ
た
と
判
る
︒

︵
16
︶  

趙
雄
の
上
書
と
蘇
轍
へ
の
追
諡
の
顛
末
に
つ
い
て
は
︑
孔
凡
礼
﹃
蘇
轍
年
譜
﹄︵
学
苑
出
版
社
︑
二
〇
〇
一
年
︶
の
六
七
二
頁
～
六
七
五

頁
を
参
照
︒
ま
た
︑
韓
元
吉
「
朝
散
郎
秘
閣
修
撰
江
南
西
路
轉
運
副
使
蘇
公
墓
誌
銘
」︵﹃
南
澗
甲
乙
稿
﹄
巻
二
十
七
︶
に
よ
る
と
︑
趙
雄

は
︑
淳
熙
四
年
︵
一
一
七
七
︶
前
後
に
蘇
峴
を
推
薦
し
︑
吏
部
侍
郎
に
抜
擢
し
た
と
い
う
︒

︵
17
︶  

蘇
轍
は
元
豊
三
年
︵
一
〇
八
〇
︶
に
烏
台
詩
案
に
連
座
し
て
監
筠
州
塩
酒
税
に
左
遷
さ
れ
︑
紹
聖
元
年
︵
一
〇
九
四
︶
に
も
筠
州
居
住

を
命
ぜ
ら
れ
た
︒

︵
18
︶  

「
宋
淳
熙
刻
本
蘇
詡
序
」︑「
宋
淳
熙
刻
本
鄧
光
序
」
及
び
「
宋
開
禧
刻
本
蘇
森
序
」
は
﹃
蘇
轍
集
﹄
第
四
冊
に
附
さ
れ
て
い
る
︒

︵
19
︶  

こ
の
建
安
本
︵
麻
沙
本
︶
は
日
本
内
閣
文
庫
に
﹃
類
編
増
広
潁
浜
先
生
大
全
文
集
﹄
百
三
十
七
巻
と
し
て
伝
わ
る
が
︑
巻
数
・
体
裁
は

﹃
欒
城
集
﹄
と
異
な
る
︒

︵
20
︶  

拙
稿
「
蘇
軾
の
曾
孫
と
南
宋
初
期
の
出
版
」︵﹃
橄
欖
﹄
第
十
六
号
︑
宋
代
詩
文
研
究
会
︑
二
〇
〇
九
年
︶︒

︵
21
︶  

洪
邁
「
擒
鬼
章
祝
文
」︵﹃
容
齋
五
筆
﹄
巻
九
︶
に
「
二
集
︹
蘇
嶠
刊
﹃
東
坡
別
集
﹄・
司
馬
伋
刊
﹃
司
馬
温
公
集
﹄︺
皆
出
本
家
子
孫
︑

而
爲
妄
人
所
誤
︑
季
眞
・
季
思
不
能
察
耳
」
と
あ
る
︒
但
し
︑
こ
れ
は
蘇
軾
の
直
系
に
対
す
る
過
剰
な
期
待
の
表
れ
と
も
言
え
よ
う
︒

︵
22
︶  

周
必
大
「
題
蘇
季
眞
家
所
藏
東
坡
墨
蹟
」︵﹃
文
忠
集
﹄
巻
十
八
︶︑
陸
游
「
跋
中
和
院
東
坡
帖
」︵﹃
渭
南
文
集
﹄
巻
二
十
七
︶
等
︒

︵
23
︶  

蘇
軾
「
思
子
臺
賦
引
」︵﹃
蘇
軾
文
集
﹄
巻
一
︶
よ
り
引
用
︒
更
に
︑
蘇
軾
は
「
思
子
臺
賦
」
の
創
作
を
末
子
蘇
過
に
命
じ
た
︒

︵
24
︶  

張
邦
基
﹃
墨
莊
漫
錄
﹄︵
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
二
年
︶
参
照
︒
ま
た
︑
蘇
軾
「
王
定
國
詩
集
敍
」︵﹃
蘇
軾
文
集
﹄
巻
十
︶
よ
り
引
用
︒

︵
25
︶  

但
し
︑
蘇
轍
の
子
孫
に
は
︑
父
祖
文
集
以
外
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
事
例
も
見
え
る
︒
蘇
森
「
題
玉
堂
雜
記
」︵
周
必
大
﹃
玉
堂
雜
記
﹄
巻

頭
︶
に
よ
る
と
︑
紹
熙
二
年
︵
一
一
九
一
︶
五
月
︑
蘇
森
は
所
蔵
の
書
を
以
て
周
必
大
﹃
玉
堂
雜
記
﹄
の
再
刊
に
協
力
し
た
︒
ま
た
︑
鄭

師
尹
「
劍
南
詩
稿
序
」︵
陸
游
﹃
劍
南
詩
稿
﹄
巻
頭
︶
に
「
太
守
山
陰
陸
先
生
劍
南
之
作
傳
天
下
︑
眉
山
蘇
君
林
收
拾
尤
富
︑
適
官
屬
邑
︑
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欲
鋟
本
爲
此
邦
盛
事
︑
廼
以
纂
次
屬
師
尹
︒
︙
︙
﹃
劍
南
詩
稿
﹄
六
百
九
十
四
首
︑﹃
續
稿
﹄
三
百
七
十
七
首
︑
蘇
君
於
集
外
得
一
千
四
百

五
十
三
首
︑
凡
二
千
五
百
二
十
四
首
」
と
あ
る
よ
う
に
︑
蘇
轍
の
曾
孫
で
あ
る
蘇
林
は
︑
知
厳
州
建
徳
県
事
で
あ
っ
た
頃
に
︑
一
千
四
百

五
十
三
首
も
の
陸
游
の
詩
編
を
編
纂
し
︑﹃
劍
南
詩
稿
﹄
出
版
の
一
翼
を
担
っ
た
ら
し
い
︒

＊ 

本
稿
は
︑
中
国
復
旦
大
学
の
王
水
照
先
生
・
朱
剛
先
生
に
多
く
の
ご
助
言
を
賜
り
︑
完
成
に
至
り
ま
し
た
︒
こ
の
場
を
借
り
て
︑
両
先
生
に

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

【
蘇
家
子
孫
の
編
纂
事
跡
表
】

名
前

文
集
編
纂
・
出
版
等
の
事
跡

場
所

蘇
過
﹃
東
坡
後
集
﹄
二
十
巻 

増
補
編
纂

﹃
東
坡
志
林
﹄
増
補
編
纂

潁
昌
府

蘇
嶠
﹃
東
坡
別
集
﹄
四
十
六
巻 

出
版

建
寧
府

蘇
峴
﹃
許
昌
唱
和
集
﹄
出
版

「
和
陶
歸
園
田
居
六
首
」
石
刻
建
造

建
寧
府

泉
州

蘇
籀
﹃
欒
城
遺
言
﹄
一
巻 

撰
述

﹃
古
史
﹄
六
十
巻 

校
讐

婺
州

蘇
詡
﹃
欒
城
全
集
﹄
八
十
四
巻 

出
版

﹃
欒
城
遺
言
﹄
一
巻 

出
版

﹃
雙
溪
集
﹄
十
五
巻 

出
版

筠
州

蘇
森
﹃
欒
城
全
集
﹄
八
十
四
巻 

再
版

︵
周
必
大
﹃
玉
堂
雜
紀
﹄
の
編
纂
協
力
︶
筠
州

蘇
林
︵
陸
游
﹃
劍
南
詩
稿
﹄
の
編
纂
協
力
︶

嚴
州

【
蘇
氏
家
系
図
】︵

は
養
子
関
係
︑
左
の
︵
　
︶
は
妻
︶




